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独立行政法人国際協力機構は、ジブチ共和国中学校校舎建設計画にかかるフォローアップ協力

を実施することを決定し、同フォローアップ協力調査を株式会社マツダコンサルタンツに委託し

ました。 

調査団は、2014 年 1 月から 2014 年 2 月までジブチの政府関係者と協議を行うとともに、計画

対象校における現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びとなり

ました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 2014 年 5 月 

 

 独立行政法人国際協力機構 

 資金協力業務部 

 部長 佐々木 隆宏 
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計画対象サイト 

バルバラ地区

ジブチ旧市街 

ジブチ市街図 

ジブチ国全体図 

ジブチ市 



対象校の現況

ポンプ小屋。竣工後に対象校が整備。 ポンプ小屋内部。引込み用加圧ポンプが設置されてい
る。

ポンプ室内部の様子。奥にあるのは圧力タンク（青色）。 中央：揚水ポンプ（撤去済み。）、右手：加圧ポンプ

ポンプ室内釜場。排水ポンプが設置されている。 ポンプ操作盤。

ポンプ室入口。左手：送水管。 送水管（白ガス管）内部。腐食が進んでいる。



FRP製屋上貯水槽。劣化によりパネルが変色している。 理科実験室室内部。実験テーブルと水栓。

実験テーブル：破損箇所 教員用シンクのSトラップ。薬品／塩分により腐食してい
る。

便所棟手洗い場。 便所棟大便器。水栓、フラッシュバルブ共に破損。

便所棟ピット室内部。床に穴が空けられている。手前は
掃除用開口。

管理棟男子便所。取付が不安定になっている。排水ト
ラップは補修されているが漏水している。
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1 背景・経緯 

計画対象であるフクザワ中学校（以下、対象校）は 1995 年に我が国の無償資金協力（ジ

ブチ国「中学校校舎建設計画」。以下、当初計画）により建設され、ジブチ国（以下、ジ

国）における前期中等教育のレベル向上に寄与してきた。校名は建設当時の教育大臣が福

沢諭吉にあやかって命名したもので、「フクサワ」は現地語で「共に歩む」の意でもある。

同校は現在、計画時の定員 1,200 名を大幅に上回る 2,819 名の就学生徒を擁しており、ジ

ブチ市内の前期中等教育公立学校総就学者数の 12%を占めている（2012 年）。また、同校

は市民レベルのジブチ－日本の文化交流拠点としても長く利用されており、ジブチと日本

の良き協力関係の象徴ともなっている。 

同校は竣工以来、学校関係者による丁寧な維持管理がなされており、竣工後 18 年が経

過した現在も主要構造部においては良好な状態が維持されているが、揚水ポンプ等の給排

水設備については経年劣化を主たる要因とする不具合が生じている。そのため便所や実験

室で水道が使用できない状態となっており、衛生環境の悪化や理科実験カリキュラムの実

施が阻害される状況を招いている。同校本来の施設環境の整備は喫緊の課題となっている

ものの、ジ国政府及び対象校の財政事情は厳しく、大規模な予算確保は困難であることか

ら自助努力では対応できない状況にある。 

かかる状況から、ジブチ国民教育・職業訓練省（Ministere de L’Education Nationale et de la 

Formation Professionnelle: 以下、MENFOP）は対象校の給排水機能の回復にかかる協力を

要請し、JICA は対象校のフォローアップ協力（以下、本計画）を行うこととした。 

2 対象施設の活用実績と不具合による学習環境面での影響 

(1) 当初計画に対する目標達成状況及び施設活用実績 

対象校における開校以来の生徒数推移は下表の通りである。 

表 2-1 対象校生徒数推移 （出典：対象校） 

 

当初計画では普通教室 30 教室（定員 40 人／教室）に 1,200 人の生徒を収容する計画で

あったが、現在は 55 クラスに 2.819 人が在校している。1 部制で運営されているが、理科

実験室（6 教室）を通常授業でも使用する等、施設使用率は 100%に近い。対象校は履修授

業のない生徒は一旦帰宅し、再度登校する等の不便を強いられながらもなんとか運営され

ている。 

ジ国の前期中等教育就学生徒数は右肩上がりで増加しており、2012/13 年度の全国公立

中学校生徒数は凡そ 33,500 人だが、2020 年には 55,000 人近くに増加すると予想されてい

る（国民教育・高等教育省, 2009 年）。対象校も 1995 年の開校以来、生徒数は増加を続け

年 1995/96 1996/97 1997/98 1998/99 1999/00 2000/01 2001/02

生徒数（人） 1,618 1,800 1,920 1,841 2,107 2,452 2,605

年 2002/03 2003/04 2004/05 2005/06 2006/07 2007/08 2008/09

生徒数（人） 2,626 3,106 3,355 3,185 3,159 2,809 2,731

年 2009/10 2010/11 2011/12 2012/13 2013/14

生徒数（人） 2,758 2,860 2,965 2,923 2,619
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ており、2004/5 年度には 3,355 人が在校していたが、以降は概ね 2,750 人～3,000 人で推移

している。同校へは MENFOP が指定する周辺小学校の卒業生が進学してくるが、指定小

学校は新設校等の需給状況を踏まえて毎年変更される。表 2-1 の通り、対象校が位置する

バルバラ地区の中学校では 24 教室が増設される予定（2014 年入札予定）となっており、

対象校が現状でほぼ許容収容限度に近い状況にあることを鑑みれば、過密状況が現在より

悪化する可能性は少ないと思料される。 

 

図 2-1 前期中等教育就学生徒数予測（国民教育・高等教育省, 2009 年） 

 

表 2-2 前期中等教育施設建設計画（2014 年入札予定） 

ドナー 収容規模 計画地 

中国 2 校、24 教室 バルバラ 

世銀 ICT 教室、運動場他 バルバラ 

イスラム開銀 1,600 人 ジブチ市街区 

 

(2) 学習環境面での影響 

理科実験室 6 室と準備室 3 室の給水機能が停止しているため、バケツ水等による演示を

中心とした授業を強いられており、理科実験カリキュラムの円滑な実施に支障をきたして

いる。また、男女生徒用便所の給水機能の停止は劣悪な衛生環境をもたらしており、環境

衛生面及び精神衛生面における深刻な問題となっている。給水機能の不具合に伴う学習環

境面での影響は全校生徒 2,819 人と算定される。 

3 プロジェクトの実施体制 

(1) 先方の維持管理体制 

対象施設の維持管理は対象校が主体となって行っており、維持管理責任者である事務長

の下に 2 名のスタッフが配置されている。共に技術者ではないが、1 名は開校以来対象校

に在勤しており、同校の施設・設備状況に精通している。ポンプが故障した場合は事務長

が外部業者に連絡をとり、修理・交換をその都度行っている。施設は便所棟を除けばガラ

前期中等技術教育 

前期中等普通教育 

前期中等教育合計 
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スや建具の破損も殆ど見られず、2 年毎に外壁全面の再塗装が行われているなど、丁寧に

維持管理されている様子が窺える。 

(2) 先方の維持管理予算 

対象校の施設維持管理予算には、毎年 MENFOP から各校に配賦される予算と生徒父兄

からの徴収金が充てられている。尚、ジ国では公立学校の水道・電気料金、教職員給与（ガ

ードマンや掃除人も含む全職員）は財務省から直接支払われる仕組みとなっているため、

基本運営費にかかる対象校からの直接の支出はない。 

MENFOP 予算はその年の生徒数に応じて各校に配賦されるが、前期中等教育に充てられ

る予算額はその年の予算事情によって必ずしも一定していないため配賦額にも変動が見

られる。対象校では配賦額の 50%を維持管理費に充てている。 

父兄からの徴収金は従来 2,000FD／人であったが、2012 年に教科書がそれまでのレンタ

ル制から購入制となったため、教科書代 2,000FD を加えた合計 4,000FD が毎年徴収される

こととなった。学校は教科書代を国民教育情報制作研究センター（Centre de Recherche 

d’Information et de Production de l’ Education Nationale: CRIPEN）に払わねばならないが、父

兄の多くは従来の徴収金 2,000FD を全額教科書費として認識していたために、新たに追加

された 2,000FD の支払いを拒むケースが増えている。学校は現在のところ徴収額の 50%を

CRIPEN の支払いに充て、残り 50%を維持管理費に充てているが、徴収率の悪化が維持管

理予算の減少を招いている。対象校の維持管理予算は次表の通り。 

表 3-1 対象校維持管理予算推移（FD: Franc Djiboutien, 1 FD ≒ 0.576 円） 

  2010/11 2011/12 2012/13 2013/14 

MENFOP 配賦予算 158,001 337,317 594,536 (550,000)

父兄徴収金 2,106,240 2,632,800 1,819,800 1,127,600

合計 2,264,241 2,970,117 2,414,336 (1,677,600)

出典：対象校 

注：( )内は暫定額。2013/14 の MENFOP 予算は 4 月に確定。 

 

4 給排水の不具合にかかる対象校の現況 

4-1 給水システム 

(1) 給水システムの概要 

竣工時は公共給水網から教室棟地下の受水槽に直接引き込まれていたが、公共給水の水

圧が低いために最近ではジブチ市全域で加圧ポンプを設置するのが一般的となっている。

対象校でも竣工後に加圧ポンプ 1 台を設置し、主に深夜の周辺需要が少ない時間帯に加圧

ポンプを運転している。対象校の給水システムを以下に示す。また、ポンプ室の排水用と

して排水ポンプ：PD-1 x2 台が設置されている。 

引込み経路：前面道路埋設公共給水網→加圧ポンプ：S-1 x1 台→地下受水槽 

経路-A： 地下受水槽→揚水ポンプ：PE-1 x2 台（自動交互運転）→屋上貯水槽→理科

実験室、準備室、便所棟（男女各 1 棟） 
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経路-B： 地下受水槽→加圧ポンプ：S-2 x2 台（自動交互運転）＋圧力タンク→管理棟、

体育館  

 

図 4-1 給水システム模式図 

(2) 給水システムの現況と不具合の原因 

1) 引込み経路 

対象校が設置した加圧ポンプ：S-1 は過去 6 年間で 2 回交換されている。（過去 6 年以前

については不明。）S-1 は対象校が設置した簡易なポンプ小屋内に設置されているが、S-1

本体は外部設置仕様になっておらず、ポンプ寿命短命の一因となっているものと思われる。

バイパスが設けられており、日中はポンプを介さずに直接受水しているが、水量が十分で

ないため深夜に守衛がポンプを稼働させている。 

2) 経路-A 

 揚水ポンプ（PE-1） 

竣工時に設置された 2 台は対象校が補修を重ねて稼働させてきたが、各々2010 年から

2011 年にかけて経年劣化により使用不能となった。その後は屋上貯水槽の漏水により貯水

できなくなったことから交換はされていない。このため、屋上貯水槽より重力式により給

水される理科実験室、準備室、男女便所棟は給水されていない。 

 屋上貯水槽 

竣工時の日本製 FRP タンク（2 槽分割）が設置されているが、経年劣化による漏水があ

り、2010～11 年以降は使用されていない。FRP パネルは部分的な変色が見られ、タンク内

に試験貯水したところ、タンク下部より漏水が確認された。また、タンクが設置されてい

る鋼製架台も漏水箇所を中心に錆による腐食が進んでいることが確認された。 



 
 

5

 揚水・送水配管 

教室棟外壁に沿って設置されている地下ポンプ室から屋上貯水槽への揚水管及び屋上

貯水槽からの立ち下がり送水管は鋼管（白ガス管）が用いられているが、管内部の腐食が

進んでいることが確認された。ジ国公共水道水の高い塩分濃度が原因と考えられる。 

 理科実験室、準備室 

上記不具合により給水されていない。実験で水が必要な時には、外部からバケツ等で汲

んできて対応しているが、主に教員の演示用に限られている。 

3) 経路-B 

 加圧ポンプ（S-2）、圧力タンク 

竣工時に設置した 2 台の故障後、対象校が 1 台のみ交換を繰り返し稼働させているが、

消耗が早く過去 6 年間で 8 回交換されている。調査開始時点（2014 年 1 月）で稼働してい

たものの、調査中に故障したため対象校が翌日新規交換したが、交換後も頻繁に動作を繰

り返すハンチング運転を起こしていることが確認された。経年劣化により圧力タンク内部

が破損しており、その結果ハンチング運転を起こしている可能性が高い。尚、ポンプ寿命

に影響を与える大きな電圧変動はないことが確認された。対象校は敷地内サブステーショ

ンの変圧器を通して受電しているため、電圧が安定しているものと思われる。  

 管理棟、体育館 

給水に支障はない。 

4) 給水配管 

既存給水管の状況を把握するために、検査用ハンドポンプによる加圧給水試験を行った。

試験の結果、既存給水管に漏水箇所はないことが確認された。 

4-2 排水システムの現況 

1) 排水管 

既存排水管の状況を把握するために、ピンポン玉による通水試験を行った。試験の結果、

管理棟男子便所 1 箇所、及び体育館生徒用女子更衣室便所 1 箇所に於いて排水管の詰まり

が確認された。便器内の汚物を撤去の上、管内の清掃を行ったが、管理棟男子便所は回復

できなかった。体育館については通水が確認されたが、ピンポン玉は回収できなかった。 

2) 浄化槽 

5 箇所の既存浄化槽及び浸透ピットの目視による調査を行ったところ、内部はいずれも

良好な状態であることが確認できた。 

4-3 衛生機器の現況と不具合の原因 

生徒用便所はバンダリズムによる水栓や配管の破損が多く見られ、特に男子便所で顕著

である。一方、教職員エリアの機器類は長年の使用によるロータンクの破損等は見られる

ものの、比較的良好な状態を保っている。ジ国の公共水道水は塩分濃度が高いため水栓内

部に塩分が凝固しやすく、現地では数年おきに交換するのが一般的であるが、理科準備室
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の水栓などは竣工時のまま使用可能な状態を保っており、丁寧な補修・維持管理が日常的

に行われている様子が窺える。  

 理科実験室 

峻工時の台付化学水栓（日本製）はコンクリート製の実験テーブルにビスで固定されて

いるが、ビスが外れ、撤去された箇所が多く見られる。実験用シンクは実験テーブルに埋

め込まれており、概ね良好な状態だが、軽微な破損＋ひび割れが 1 箇所と排水口周りの破

損が 1 箇所確認された。生徒用シンク排水はベルトラップ破損と排水口接続部のゴムパッ

キン劣化による漏水が多く見られる。実験テーブルは現場打ちコンクリートの表面にタイ

ルを圧着貼りしているが、タイルが剥がれてしまった箇所も少なくない。教員演示用シン

クは大型の実験シンクが設置されており、鋼管製 S トラップが使われているが、塩分もし

くは薬品による腐食が見られる。 

 準備室 

理科実験室と同じ台付化学水栓又は壁付き化学水栓と大型実験シンクが設置されてい

る。教員専用のためか状態は比較的良好であるが、鋼管製 S トラップの排水管は塩分もし

くは薬品による腐食が進んでおり、漏水が生じている。 

 便所棟 

手洗い場の水栓、トイレブース内の壁付き水栓、トイレブース内大便器用フラッシュバ

ルブの損傷が顕著である。フラッシュバルブは接続配管も含めて撤去されているケースが

多い。生徒によるバンダリズムが原因と思われる。トルコ式大便器は埋め込み式のため、

機器本体は全て良好な状態である。また、生徒がアクセスできないブース背部のピット室

内に設置されたフラッシュ用ハイタンクは数カ所で破損していたのみで、ピット内の配管

も全て良好である。トイレブースの木製ドアの損傷も多く、とりわけ男子便所が顕著であ

る。鋼製ドア枠は床面から 20cm 程度浮かして設置してあるが、大半が腐食している。塩

分濃度の多い公共水道水による頻繁な洗浄が原因と思われる。汚水はピット室内のインバ

ートピットを通して浄化槽に流れるシステムとなっているが、生徒が便所利用時に石を使

用し、その石を便器に投げ入れるため頻繁な清掃が欠かせない状況となっている。インバ

ートピットの上部スラブは両端に掃除用の開口が設けられているが、ピット内の石を取り

除くために男子便所棟の一部スラブが学校により破壊されている。 

 管理棟 

給排水設備が整備されているのは、職員用便所（男女）、保健室、掃除具保管室である。

洋式便器本体は部分的な破損 1 箇所を除いて良好であるが、ロータンクは主に内部及び接

続配管が撤去・破損している。また、男子便所の洗面器 2 台は守衛等の職員が祈りの前に

洗面器に足を載せて洗うために、壁面に固定しているビスが緩んで不安定な状態となって

いる。対象校では当該箇所での足洗いを禁止しているが、徹底されていない。また、男子

便所の小便器は排水管の詰まりに伴い、2 台共対象校により撤去されている。 

 体育館 

男女生徒用の更衣室（便所、シャワー室、更衣室）と男女教員用更衣室がある。生徒用

の更衣諸室は生徒による破損を避けるために現在は使われていない。そのため状態は比較
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的良好であるが、シャワーヘッドの破損や水栓、トラップの破損が見られる。男女教員用

更衣室のうち、女性用更衣室は現在使用されていない。理由は男女兼用の職員室に面して

いるため、在校女性体育教員が使用を嫌がるためとのことであった。女性用更衣室の大便

器は管理棟の破損大便器と交換するために現在は取り外されている。 

5 補修計画 

5-1 補修対象範囲 

補修対象範囲は原則として給排水不具合の生じている全ての箇所、及びトイレブースの

建具や理科実験テーブルのタイル等、給排水機能の補修だけでは本来の機能が回復できな

いと判断される部位とする。また、ポンプ室の換気扇や便所棟ピット室内のスラブ等、補

修対象の機能を保持する上で改善が必要と判断される箇所も含むこととする。 

主な補修対象範囲・部位は以下の通り。 

 ポンプ類 

接続配管部を含め、全て新規交換対象とする。引き込み用加圧ポンプ(S-1)は現在稼働し

ているが仕様が不適切であり、短期間の交換を強いられている。S-1 は竣工後に対象校が

設置したものだが、ジ国の給水事情に照らして今後も必要と判断されることから対象とす

る。 

 屋上貯水槽、外部送水管 

既存 FRP 製貯水槽は架台共に経年劣化が著しい。また鋼管（白ガス管）による送水管も

内部腐食が進んでいる。接続配管を含む一式を補修対象とする。 

 衛生機器 

原則として不具合の生じている全ての箇所を対象とする。理科実験室の台付化学水栓は

現状で全体の約 1/3 は損傷を受けていないが、給水機能が回復して使用されるようになれ

ばいずれ破損する可能性が高い。全て補修対象とする。 

5-2 補修方針 

補修計画の策定にあたっては以下の方針で臨むこととする。 

 現地の施工技術レベルに準じた計画とする。 

 計画的な維持管理を踏まえた計画とする。機器類の計画的な交換を念頭に、現地の標

準規格に適合した接合部位とする。 

 長期的な品質確保を踏まえた計画とする。使用資機材について現地流通製品は品質に

不安のある製品も少なくないため、現地サプライヤーを通して第三国調達を活用する。 

 使用状況を踏まえて破損しにくい仕様とする。 

5-3 補修内容・方法 

主たる部位の補修内容・方法を以下に示す。 
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(1) ポンプ小屋、加圧ポンプ 

 加圧ポンプ(S-1) 

既存ポンプ（1 台）を新規交換し、漏電防止を考慮した制御盤（ブレーカー、ON/OFF

スイッチ）を設置する。 

 対象校が設置した既存ポンプ小屋は水道メーターが地中にあるため、床に水溜まりが

生じている。床スラブを新たに打設し、メーターをスラブ上に移設する。 

(2) ポンプ室内ポンプ類 

竣工時の仕様はメートル系規格（JIS）であるのに対して、現地で標準的な規格はインチ

系規格である。ポンプ接続フランジを加工して異規格管を適合させることとし、対象校に

よる将来的なポンプ交換を踏まえた計画とする。 

 揚水ポンプ(PE-1)、送水管 

竣工時の仕様に準じて 2 台自動交互運転とし、受水槽からの引込バルブ、Y－ストレー

ナー以降（ポンプ、制御盤(レベルスイッチ×3、動力・制御配線含む）、フレキシブル継手、

吐出側チェッキバルブ、ゲートバルブ含む)を全交換する。 

揚水配管（白ガス管）は管内の腐食が激しいため PVC 管へ交換する。（吐出側の配管を

全交換するため、バルブ類接続フランジ（PVC)は現地調達可能な BS 規格（PN10）規格と

する。 

屋上貯水槽への送水管も現状（地上 1m 以上）白ガス管であるが、揚水管同様腐食が著

しいため、白ガス管部分は PVC 配管に変更する。破損防止策として地上 2m 程度までは鋼

管による PVC 配管の保護を行う。 

 経路-B 用加圧ポンプ 

経路-B の加圧ポンプ用圧力タンクは定期的に圧力調整を行わないとポンプのハンチン

グを誘発し、ポンプ寿命に影響する。また、タンク本体も高価なため、交換する際の先方

費用負担も大きい。経路-B の給水システムを変更し、経路-A と同様に屋上貯水槽を経由

した後、管理棟及び体育館に小型の圧力タンク付き加圧ポンプを設けて端末水圧を確保す

る方式に変更する。小型の圧力タンク付き加圧ポンプは現地で一般的に流通しているため、

将来の計画的な交換も容易である。給水系統に応じて管理棟 2 台、体育館 1 台、合計 3 台

を各施設に隣接して設置する。 

 排水ポンプ(PD-1) 

竣工時の仕様に準じて 2 台自動交互運転とし、ポンプ吐出ヘッダー配管までを全交換す

る。既設同様、PVC 配管にて新設、既設との接続は PVC ソケットを用いる。バルブ類フ

ランジは揚水管同様 BS 規格とする。また制御盤（レベルスイッチ、及び動力・制御配線

工事含む）も既存撤去の上、新設する。 

 換気扇 

本調査実施は気温の低い 2 月であったにも拘わらず、ポンプ室内は高温・高湿度な状態

であり、機材類にとって良好な環境とは言い難い。既存開口部に換気扇 (500CMH、換気
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回数 5 回／時間 程度)を設置する。 

(3) 屋上貯水槽 

既存貯水槽、鉄骨架台、接続配管一式を撤去の上、新設整備する。「ジブチ国基礎教育

強化計画 (2005 年竣工)」で採用した、現地で一般的なグラスファイバー製（5,700L）を 2

台並置し、現状の 2 槽式（有効容量合計 7,500L）と同等の仕様とする。既存コンクリート

基礎の上に鉄骨架台を新設して設置し、接続配管は PVC 管とする。 

 基礎教育強化計画における設置例（2,000L) 

(4) 衛生機器他 

1) 理科実験室・準備室 

 実験テーブル水栓 

現地での定期的な交換が可能な仕様とする。生徒用水栓は竣工時の台付化学水栓（2 口）

は破損しやすいため、標準的な壁付水栓（1 口）を現地加工による台座に取り付ける仕様

とする。教員用は大型ビーカー類の使用を想定して既存化学水栓を継続使用する。 

 実験シンク 

シンクはテーブルのコンクリート躯体に埋め込まれているため、交換は難しい。以下の

通り補修する。 

- 破損＋ひび割れ（1 箇所）：補修材にて補修する。 

- 排水口廻りの破損（1 箇所）：排水口下部に排水受け金物を加工製作の上、取り付

ける案を検討する。 

 実験シンク排水トラップ 

生徒用シンクのベルトラップは代替できる部品が現地にはないため、当該製品の部品

（日本製）を補充交換する。教員用シンクの鋼管製 S トラップは現地で標準的な PVC 製

トラップに交換する。 

 実験テーブル 

破損タイル箇所は同サイズのタイルに張り替える。軽微な破損箇所は存置する。 

2) 便所棟 

 手洗い場水栓 

対象校では便所棟の使用を制限しており、原則として 1 日 2 回、各 15 分間となってい
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る。（但し女子は状況に応じて職員用便所の使用が可能。）校長との協議に基づき、壊れに

くい仕様とすること、また、給水は学校側が一元的に管理できる仕様とすることを踏まえ、

以下の仕様とする。 

- 水栓は設けず、壁面より鋼管を突き出す。 

- ピット内に水量調整用バルブと開閉用コックを設ける。 

 大便器用フラッシュバルブ 

既存フラッシュバルブは接続配管も含めて全体の半数が破壊されている。竣工時の仕

様を復元するためには必要部材を第三国から調達する必要があるが、現地で一般的な

部材でないため将来的な維持管理が難しい。接続部は PVC 管を利用し、現地で一般的

なコックバルブを取り付ける。また、竣工時の仕様ではハイタンクのオーバーフロー

管が便器に接続されているが、オーバーフローは便器から切り離して背面ピット内に

排水する。 

 

 

破損箇所。右手がオーバーフロー管 

 

現地試作の様子。 

 ピット床 

排水枡上部のコンクリートスラブを斫り取り、掃除し易い仕様に改善する。 
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図 5-1 便所棟（女子） 

3) 管理棟・体育館 

 大便器ロータンク 

既存便器は日本製のため、適合するロータンクを現地で調達するのは難しい。既存ロータ

ンク撤去の上、現地で標準的な壁付け型ハイタンクに交換整備する。便器との接続は PVC 管

とする。 

 現地試作の様子。 

 管理棟小便器 

校長との協議に基づき、1 台のみを新規整備することとし、目隠し壁を設ける。外壁に面

して設置し、排水管は外壁を貫通させて汚水枡に接続する。 

 トイレブース内壁付水栓 

竣工時はペーパーホルダーが設置されていたが、現地の慣例に準じてハンドシャワーを整

備する。再接続する給水管から分岐させ、コックバルブで切り替える仕様とする。 
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図 5-2 管理棟男子便所 

 体育館女子便所大便器 

校長との協議により、体育館イベント利用時の必要性を踏まえて洋式便器に新設交換する。

既存便器撤去の上、新たにコンクリート床を打設し、排水管は床上露出として洋式便器を設

置する。 

6 調達計画 

6-1 資機材調達計画 

ジ国内での生産品は極めて限られており、本計画で必要となる資機材の大半は第三国産品

となる。ジ国の資機材マーケットは小さく、サプライヤーに常備されている資機材類は限ら

れているため、十分な調達期間を見込む必要がある。本計画では長期的な製品品質が求めら

れるポンプ等については第三国産品を主眼に置くと共に、工事完了後の定期的な交換が見込

まれる部材については現地流通品を中心に調達を行う。主要資機材の多くはドバイ経由で調

達されているが、ドバイからの輸送は通関を含めて約 1 ヶ月と見込まれる。 

主要資機材の概要は次表の通り。 

表 6-1 資機材調達区分 

資機材 
調達先区分 備考 

ジ国 第三国   

 セメント ○   現地で一般的に流通している輸入品とする。主な輸入先はエジプト・オマ－ン 

 砂（細骨材） ○   サイト周辺での川砂を調達 

 砕石（粗骨材） ○   サイト周辺の砕石プラントより調達 

 鉄筋 ○   現地に一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先オーストリア・トルコ・中国 

 型枠用合板 ○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はイタリア・中国 

 コンクリートブロック ○   各サイトにて製作 
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 木製建具 ○   国内工場にて無垢材により製作・調達 

 塗料 ○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はイタリア・フランス 

 塩ビ製配管材 ○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はイタリア・トルコ・中国 

 鋼製配管材 ○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はイタリア・トルコ・中国 

 金物類（継手・バル

ブ） 
○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はイタリア・トルコ・フランス

 水栓類 ○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はイタリア・トルコ・フランス

 衛生器具 ○ ○ 現地で一般的に流通している輸入品とする、主な輸入先はトルコ・イタリア・中国 

 ポンプ類 ○ ○ 
現地で一般的に流通しているが、本プロジェクト用は直接輸入品とする、主な輸入

先はポルトガル・イタリア 

 高架水槽 ○ ○ 現地で一般的にて生産されているグラスファイバ－製を調達 

 加圧力タンク ○ ○ 
現地では家庭用は流通しているが、本プロジェクト用は輸入品とする、主な輸入先

はイタリア・フランス 

 制御盤類 ○ ○ 現地で流通している既製品もしくは輸入品とする 

 

6-2 免税手続き 

免税手続きは工事開始に先立ち、MENFOPを介して財務省との間で取り交わす必要がある。

通常は請負業者が調達予定資機材をリストアップしたマスターリストを作成し、MENFOP の

承認後財務省に送付される。 

7 入札及び関連事情に対する方針 

7-1 現地建設事情と施工業者 

比較的大規模な建設現場も散見されるが、活況を呈しているとは言えない。民間建設市場

規模は小さく、ドナー案件と軍施設関係による需要が中心である。建設業者にも大きな変化

は見られず、外資系を含む大手 4 社の他に 50 社程度の中小業者が存在する。建設市場の規模

に比して建設業者が多いと言えるが、工事施工能力において実体を伴わない業者も多数含ま

れていると思われる。MENFOP で建設工事を行う上で必要となる業者登録は以下の通り。 

・ 法人登記：商工会議所に対して行う。 

・ 財務省登録：建設業業者登録を行う。ライセンス料を毎年支払う必要がある。ライセ

ンス料は基本料 154,000FD (2014)+前年業務契約金額 x2%。財務省はフィーの受領と引

き替えにライセンス（PATENTE）を発行し、「一般証明書(ATTESTATION GENERALE)」

に押印する。 

・ 法務省承認：財務省登録に基づき、法務省の承認を受ける。（「一般証明書」に承認ス

タンプが押される。） 

7-2 入札 

(1) ジ国における入札 

学校施設の建設・補修工事にかかる入札は MENFOP が執り行い、プロジェクト管理課

（Service de la Gestion des Projet: SGP）が担当する。5 百万 FD 以上の案件は国家入札となり、
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開札及び業者決定は公共調達契約国家委員会（Commission National des Marche Public）が行う。

MENFOP は業者ロングリストを有しており、5 百万 FD を超える案件も含め、比較的小規模

な案件は 3～5 社程度の指名競争入札（ショートリスト）により入札を実施している。ショー

トリストの選定は SGP が行う。中規模以上の案件は公示による一般競争入札となるが、事前

審査（PQ）は一般的に行われていない。応札業者は必要書類を開札日時までに提出し、開札

後に適格性の審査を経て、最低落札者が第一交渉権を獲得する。入札公示から開札までの所

要期間は 30 日が標準であるが、小規模案件の場合は 15 日となっている。予定価格に対する

下限設定は原則として設定されない。 

(2) ジ国における工事契約 

MENFOP における工事契約は該当案件のドナーにもよるが、一般的な契約条件は以下の通

りである。 

・ 契約形態：BQ 契約 

・ 前渡金：20%（前渡金保証付き） 

・ 支払い条件：工事出来高による分割払い 

・ 履行保証：10%。 

・ 瑕疵保証：10% 

・ 瑕疵期間：1 年 

(3) 本計画における検討 

本計画は給排水設備にかかる補修工事であるが、躯体・仕上げの部分的な撤去と補修、屋

上貯水槽鋼製架台の設置、破損建具の交換等の建築工事を含んでおり、建築と設備の一体的

な施工が求められる。また、一般無償資金協力事業として建設された対象施設の施設品質を

損なわない施工水準と、対象校の夏期休校期間内で確実に必要資機材を第三国から調達し、

完了させる調達・施工能力も求められる。加えて本計画はジ国で一般的な BQ 契約でなく、

ランプサム契約となることから、ランプサム契約について理解と経験のある業者が望ましい。

これら諸要件と本計画の工事規模を鑑みれば、過去にジ国で実施された「小学校建設計画」

及び「基礎教育強化計画」における現地施工業者の中から優良業者を対象とした指名競争入

札（ショートリスト）による実施が妥当と思われる。 

契約条件にあたっては以下を提案する。 

・ 工事契約後速やかに必要資機材全ての発注を行う必要がある。十分な割合の前払いを

行うと共に、現地の慣例通り、前払い保証を取り付ける。 

・ 短い工期に鑑みて、支払いは 2 回（前払い及び最終支払い）とする。 

・ 短い工期に鑑みて、履行保証はとらない。 

・ 瑕疵期間は半年程度とする。（瑕疵保証 5%） 

7-3 工事許可 

本計画（補修工事）の実施に於いて必要となる許認可はない。 

8 実施工程 

本計画は対象校の約 3 ヶ月の夏期休校期間内（5/29-9/2）に完了させる必要がある。6 月初

旬と見込まれる工事契約後、速やかに必要資機材の承認・発注を行い、調達・加工期間中に
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必要な撤去作業を行った上で、資機材調達完了に伴い順次現場作業を開始する工程とする。

但し、本年（2014 年）のラマダンが 6 月末～7 月末と予想されるため、余裕のある工程計画

を策定する。準備・発注期間 0.5 ヶ月、調達・加工期間 1 ヶ月、現地工事期間 1 ヶ月として

合計 2.5 ヶ月+維持管理研修の工期が想定される。 

事業実施工程を次表に示す。 

表 8-1 事業実施工程 

 

 

9 プロジェクトの概算事業費 

協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費総額は 20,176 千円となる。 

積算条件 

・ 積算時点  平成 26 年 2 月 

・ 為替交換レート   1FD = 0.582 円 

・ 施工期間      2.5 ヶ月 

2014

10

フォローアップ調査

国内作業

現地調査

工事計画、積算概算書及び入札図書案の作成

フォローアップ調査報告書の提出

フォローアップ協力本体

S/W締結

第1次国内作業

入札案内-入札

入札/契約

入札・着工監理

施設応急対策工事

維持管理研修

施工監理（給排水計画/設備計画）

第2次国内作業

フォローアップ協力完了報告書の提出

夏期休校

7 8 91 2 3 4 5 6
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1 調査団員・氏名 

 

総括    原田 勝成 JICA ジブチ支所長 

技術支援   山田 理 JICA ケニア事務所企画調査員 

計画管理   山下 契 JICA 資金協力業務部実施監理第二課 

業務主任／建築計画／入札監理 井口 博之 ㈱マツダコンサルタンツ 

給排水計画／設備計画  熊谷 典久 SHIN NIPPON LANKA LTD. 

調達事情／積算   徳永 俊一 ㈱マツダコンサルタンツ 

通訳    浦田 あゆみ ㈱マツダコンサルタンツ 
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2 調査行程 

 

 

 

 

総括 計画管理 技術指導 業務主任/建築計画 通訳 給排水設備計画 調達事情/積算

原田 山下 山田 井口 浦田 熊谷 徳永

1 1月26日 日

DUBAI→ADDIS ABABA→DJIBOUTI

2 1月27日 月 MENFOP協議・機構ｼﾞﾌﾞﾁ支所 資材調達事情調査・BQ票準備

再委託業者契約・協議

3 1月28日 火 対象校協議・不具合状況調査

4 1月29日 水 入札関連調査 加圧・通水試験準備 現地業者調査、BQ票準備

維持管理関連調査 通水試験実施

5 1月30日 木 通水試験立会い 通水試験実施 現地業者調査、BQ票準備

対象校協議

6 1月31日 金 対策立案・資料整理 揚水配管検査 対策立案・資料整理

団内協議

7 2月1日 土 配管検査立会い 揚水配管検査 積算関連調査、BQ票配布

対象校協議 浄化槽検査

8 2月2日 日 羽田→DUBAI 対策立案・補足調査 加圧試験準備・実施 現地施工業者聞取り調査

DUBAI→ADDIS ABABA BQ票配布

→DJIBOUTI

9 2月3日 月 MENFOP表敬 NAIROBI→DJIBOUTI 加圧試験準備・実施 資材調達事情調査

対象サイト視察

10 2月4日 火 ミニッツ協議 対策立案・補足調査 資材調達事情調査

対策立案・補足調査

11 2月5日 水 ミニッツ署名 対策立案・補足調査 BQ票回収

JICA ｼﾞﾌﾞﾁ支所報告・協議、大使館報告

12 2月6日 木 DJIBOUTI→ADDIS ABABA DJIBOUTI→NAIROBI 補足調査 補足調査 BQ票回収

→DUBAI

13 2月7日 金 DUBAI→NARITA DJIBOUTI→ADDIS ABABA→DUBAI

14 2月8日 土 DUBAI→NARITA

官団員 コンサルタント団員

羽田→DUBAI
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3 主要面談者リスト 

MENFOP  国民教育職業訓練省 

Mr. Aroun Omar Aden Secrétaire Général 次官 

Mr. Abdi Sikieh Assistant de SG 次官補佐 

 Direction des projet de la 
maintenance et des Equipments 

維持機材プロジェクト局 

Mr. Osman H. Chirdon Directeur  局長 

Mr. Daher Omar Obsieh Chef de la Gestion des Projets プロジェクト課長 

Mr. Mahamoud Bachia Chef de la Maintenance et des 
Equipment 

維持機材課長 

Mr. Mondher Yassine Bouazzi Gestion des Projets 調達担当（機材） 

Mr. Soubanel Said Ismael Gestion des Projets 調達担当（施設） 

Mr. Ibrahim abdallahi Ingenieur Génie Civil/Expert près de la 
cour d’appel  

技官 

 Direction des Finance 財務局 

Mr. mohamed Warsama Directeur 局長 

 Direction de l’Enseignement Public 公立学校教育局 

Mr. Youssouf Dsama Robleh Chef de Service del’Enseignement 
moyen 

前期中等教育課長 

  

CEM FUKUZAWA  フクザワ中学校 

Mme. Saadia Abdo Osman Principale 校長 

Mr. Omar Robleh Wais Gestionnaire 事務長 

Mr. Said Djama Tabet Chef Agent 管理員 

  

在ジブチ日本国大使館   

鵜沼達郎 Troisième Secrétaire 三等書記官 

   

JICA ジブチ支所   

田村美沙 Conseiller de la formation des projet 企画調査員 
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